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４月１９日 ルカによる福音書１９章１～１０節 【解説と黙想】

一番大切なこと：神の子とされて

【教理の解説】

　『子どもと親のカテキズム』の最初の問
答は、「私たちにとって一番大切なことは
何ですか」と問うて、「神さまの子どもと
して、神さまと共に歩むことです」と答え
ます。「神さまの子どもとして」という言
葉は、子ども向けのカテキズムらしい表現
であり、このあと全体にわたって繰り返し
出てきます。「歩む」という言葉と共に大
切なキーワードです。そして、この「子ど
も」という言葉には、年齢が低い子どもと
いう意味だけではなく、「父なる神さまの
子ども」という意味で、年齢に関係なくす
べての信仰者が子どもであるという意味が
あります。ウェストミンスター小教理問答
が問34で、救いの祝福として義認と聖化の
あいだに挙げている「子とされること」の
恵みです。『子どもと親のカテキズム』は
この恵みを一番大切なこととして第一の問
答で取り上げるのです。

【テキストの解説】

　イエスさまの救いの恵みが分かりやすく
教えられているザアカイの物語が選ばれて
います。徴税人の頭で、お金をだまして取っ
ていたザアカイが、イエスさまを見ようと
いちじく桑の木に登りましたが、イエスさ
まの方がザアカイを見つけて、「急いで降
りて来なさい。今日は、ぜひあなたの家に
泊まりたい」（５節）と声をかけてください

ました。救いはイエスさまからの働きかけ
によるという恵みが教えられています。そ
して、すぐに木から降りて来てイエスさま
を迎えたザアカイの姿には、救われた者の
喜びがあらわれています。イエスさまは最
後に、「この人もアブラハムの子なのだか
ら」と言われました。神さまの恵みの契約
に連なるアブラハムの子孫であり、救われ
て神さまの子どもとなるということです。
ザアカイは神の子とされる恵みにあずかっ
たのでした。

【黙想】

　子どもたちもよく知っているザアカイの
話です。背の低いザアカイが木に登った姿
には親しみのようなものも感じますが、こ
こには大人の世界があふれています。徴税
人という仕事と不正な働き、悪口をつぶや
く周りの人々。しかし、そうした中にある
からこそ、イエスさまを見ようと思ったザ
アカイ、そしてイエスさまに見出されたザ
アカイの姿が子どものように輝いて見えま
す。ザアカイは、一番大切なことを手にす
ることができたのでした。

【子どもへのメッセージ】

　神さまの子どもとされることのすばらし
さを知ってほしいと思います。それが一番
大切なことです。そして、それは、神さま
にとっても一番大切で、うれしいことなの
です。 （石原知弘）

《参照聖句》   ガラテヤの信徒への手紙３章２６節、４章５～７節、エフェソの信徒への手紙１
章４，５節、１７節、５章８節、ヨハネの手紙一３章１～３節

《教理問答》  子どもと親のカテキズム 問３、４、１３、１６、１７、２７、３６、３７、３９、４２、
４３、４４、５２、５６、８６、８７、８９、９２、９３、９５、９６、ウェストミンス
ター小教理問答 問１、３２、３４、３６、１００、ハイデルベルク信仰問答 問１、
２６、２７、２８、３３ 
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４月１９日 ルカによる福音書１９章１～１０節 【説教展開例】

一番大切なこと：神の子とされて
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　「神さまと共に歩むこと」を一番大切なこととして教えるカテキズムの第一問は、そこに「神
さまの子どもとして」という言葉を加えています。ウェストミンスター小教理問答では義認と聖
化と並ぶ救いの恵みの一つである神の子とされることを、一番大切なこととしてカテキズムは強
調しています。子どもたちが、他でもない神さまの子どもであることとその恵みのすばらしさを
伝え、だからこそ喜んで神さまと共に歩んで行けるということを教えたいと思います。そして、
それは、教える側の大人もまた神さまの子どもとされている喜びの中にいることによって、いっ
そうよく届けられるでしょう。

「神さまの子どもとされたザアカイ」

　みんなは独りでいる時間があるでしょう
か。独りでいるのはさびしいものです。誰
か一緒にいてくれたらなと思います。でも、
誰でもいいというわけではないでしょう。
怒ったり、悪口を言ってくる人と一緒にい
るのは、独りでいるよりもつらいでしょう。
それなら独りでいた方がいいと思います。
大事なのは、どういう人が一緒にいてくれ
るかです。
　カテキズムの第一問で、私たちにとって
一番大切なことは、神さまと共に歩むこと
だと学びました。でも、少し考えてみてく
ださい。神さまと共にいることは、本当に
うれしいことでしょうか。例えば、神さま
が恐い方だったらどうでしょうか。私たち
には罪という悪い心と行いがあり、神さま
は罪をお嫌いになります。そうだとしたら、
神さまは罪人である私たちの横で、怒って
おられるのではないでしょうか。そのよう
な神さまと一緒にいるのは、つらいことで
はないでしょうか。
　でも、神さまは恐い方ではありません。
怒っておられる方ではありません。なぜな
ら、神さまは、私たちをご自分の子どもと
してくださり、私たちを愛して、守ってく
ださるからです。ですから、一番大切なこ
とは、私たちが「神さまの子どもとして」、
神さまと共に歩んでいくことなのです。

聖書には、神さまがそのように罪人を愛し
てくださって、ご自分の子どもとしてくだ
さったお話がたくさん出てきます。今日の
ザアカイの話もその一つです。
　エリコの町に、ザアカイという人がいま
した。徴税人というみんなからお金を集め
る仕事をしていました。ところが、決めら
れた金額よりもたくさんお金をだまし取っ
たりすることがあったようで、町の人たち
からはとても嫌われていたようです。だか
ら、いつも独りぼっちだったようです。
　そのエリコの町へ、イエスさまがやって
来られました。みんなイエスさまを見よう
と集まってきましたが、ザアカイもイエス
さまを見たいと思いました。ところが、背
の低かったザアカイはみんなの後ろでよく
見えなかったため、先回りして木に登り、
そこからイエスさまを見ようとしました。
　やがて、イエスさまがそこを通りかかり
ました。ザアカイのところからどれぐらい
イエスさまが見えたか分かりませんが、な
んとイエスさまの方からはザアカイのこと
がよく見えたようです。イエスさまは木の
下に来ると、ザアカイに言いました。「ザ
アカイ、急いで降りて来なさい。今日は、
ぜひあなたの家に泊まりたい」（５節）。ザ
アカイはびっくりしたかもしれませんが、
急いで降りて来て、イエスさまを自分の家
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に迎えました。
　このお話は、イエスさまの恵みと優しさ
にあふれています。イエスさまは、ザアカ
イがどういう人か、知っていたと思います。
ずるいことをしてお金をたくさん取ってい
たことも知っていたと思います。でも、そ
のことを話してザアカイを怒るのではな
く、ザアカイの家に泊まりたい、ザアカイ
と一緒にいたいと言ってくださったのでし
た。ザアカイは、うれしかったと思います。
　ところが、そんなイエスさまとザアカイ
を見て、周りの人は言いました。「あの人
は罪深い男のところに行って宿をとった」。
ザアカイのことを嫌っていた人たちが、イ
エスさまに対しても悪口を言ったのでし
た。
　しかし、この後、ザアカイは８節で、「わ
たしは財産の半分を貧しい人に施します。
また、だれかから何かだまし取っていたら、
それを四倍にして返します」と言いました。
ザアカイは、イエスさまの優しさにふれて、
自分が悪いことをしてきたことを心から悔
い改めたのでした。
　イエスさまは９節で、「今日、救いがこ
の家を訪れた。この人もアブラハムの子な
のだから」と言われました。アブラハムの
子とは、神さまが救いの契約を結ばれたア
ブラハムの子孫ということであり、神さま
ご自身の子どもであるということです。ザ
アカイは、イエスさまと出会って、神さま
の子どもとされたのでした。ザアカイに
とって、神さまが一緒にいてくださること
は、恐いことではなく、とてもうれしいこ
とになったのです。
　みんなにも、イエスさまは語りかけてく
ださっています。「おいで、あなたと一緒
にいたい」と。だから、急いでイエスさま
のところに行って、イエスさまを信じてほ
しいと思います。そして、神さまの子ども
とされて、毎日喜んで歩んでいってほしい
と思います。私たちにとって一番大切なこ
とは、神さまにとっても一番大切なことで

す。神さまご自身が、みんなのことを子ど
もにしたい、みんなのお父さんになりたい
と思っておられるのです。それほど神さま
は、みんな一人ひとりのことを大切にして
くださっているのです。
　そして、神さまの子どもは、大人になっ
ても、神さまの子どもです。小さいから子
どもなのではなくて、神さまがお父さんだ
から、神さまの子どもです。だから、大人
になっても、おじいちゃんやおばあちゃん
になっても、神さまの子どもです。いつま
でも、神さまの子どもとして歩んでいって
ほしいと思います。今日の箇所に出てきた
のは、みんな大人でした。そして、大人の
世界には、徴税人の不正であったり、誰か
の悪口であったり、そういう悪いことがた
くさんあります。でも、だからこそ、そう
いう大人の世界の中でも、私たちはいつま
でも神さまの子どもでいたいと思います。
ザアカイは、木に登ったりして、子どもみ
たいなところがありましたが、木登りがで
きなくても大丈夫です。イエスさまが大好
きで、イエスさまが来てくださるのを喜ぶ
のが神さまの子どもなのです。
　『子どもと親のカテキズム』には、この
あと何回も「神さまの子ども」という言葉
が出てきます。見つけながら読んでみてく
ださい。その神さまの子どもというのは、
ザアカイのことであり、みんな一人ひとり
のことなのです。
　そして、これから大人になっても、この
カテキズムを読み続けてほしいと思いま
す。大人になっても、そこに出てくる神さ
まの子どもとは自分のことです。そして、
いつか、聖書のことを教えてもらう神さま
の子どもから、聖書のことを教えてあげる
神さまの子どもになってほしいと思いま
す。教会学校の生徒から教会学校の先生に
なってくれたらうれしいなと思います。神
さまの子どもとして、神さまと共に歩む道
は、これからもずっと続いていくのです。
 （石原知弘）

《今週の暗唱聖句》
あなたがたは皆、信仰により、キリスト・イエスに結ばれて神の子なのです。
 （ガラテヤの信徒への手紙３章２６節）
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４月１９日 ルカによる福音書１９章１～１０節 【分級展開例Ａ】

かみさまの子どもとされる

〈はじめに〉
　「子どもと親のカテキズム」の問１の答
の前半『神さまの子どもとして』を、分か
り易くするために用いるルカ福音書の “徴
税人ザアカイ ”の話である。したがって、
「エリコ」の町の人々から「罪深い男」と
して見下されていた「徴税人の頭」ザアカ
イを、まず主イエスが「見」いだし、その
男の「家に泊まり」、それに対してザアカ
イは素直に「喜んでイエスを迎えた」。そ
して、またザアカイの悔い改めゆえに、「救
い」そのものである主がザアカイへの「救
い」を宣言され、ザアカイを「アブラハム
の子」と呼んで真の神の子と認められたの
である。【Ａ（幼稚科）】の教師は、ザアカ
イ物語と「神さまの子どもとされる」こと
との整合性をつかんでおかなければならな
い。

〈もんだい〉

しつもん１
　イエスさまを見ようとしたザアカイは、
どうしましたか？
　① 人々を押しのけて前に行った
　② いちじく桑の木に登った
　③ ドローンを飛ばした

しつもん２
　イチジク桑の木の上にいるザアカイを見
上げたイエスさまは、何と言いましたか？
（正解はふたつ）
　① ずっとそこにいなさい
　② 急いで降りて来なさい
　③ エリコにホテルはありますか
　④ あなたの家に泊まりたい
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４月１９日 ルカによる福音書１９章１～１０節 【分級展開例Ｂ】

一番大切なこと：神の子とされて

　一番大切なことは何か、この問いは、二番目に大切なことを考えることを許さないほど
に圧倒的な問いです。これがなければ、二番も三番はもとよりすべてが空しくなり、意味
がなくなってしまう、そのよううな絶対的な問いです。もとより、ここで問うのは、私た
ち人間の側のことです。しかし、実は、それは神にとっても一番だということでもありま
す。神にとって一番大切なこと、それが私たちを神の子とすること、そのようにしてご自
身とともに歩む者とすること、歩むことなのです。そのために神は遂に、御子を人として
与え、私どもと共に歩むための救いの御業を成し遂げ、そればかりか永遠に歩む祝福を与
えて下さったのです。なんという恵み、何と言う光栄でしょうか。私たちの幸いもまたそ
こにあります。神と私たちにとっての第一のことが一つになる、そのすばらしい愛の交わ
り、救いの道、神の恵みの筋道を学び体得することがカテキズム教育です。　

１．ザアカイさんってどんな人ですか？
 徴税人の頭。不正な仕事で大金持ち。孤独な人。

２．イエスさまは、何を一番にしておられたのでしょうか？ 
 イエスさまは、ザアカイの友達になることを第一にしています。

３．どうしてイエスさまはザアカイのことを知っていたのですか？
 イエスさまは神さまですから、生まれる前からザアカイのことを知っていました。

４．どうしてイエスさまはザアカイの家に泊まりたかったのですか？
 ザアカイが本当は神さまの子どもであることを気づかせるため。ザアカイの友達にな
りたかったから。

５．どうしてザアカイは、急いで降りて来て、イエスさまを家に招きいれたのですか？
 イエスさまが自分に関心を持っていることにびっくりして感動したから。

６．どうしてザアカイの家に救いが訪れたのですか？
 イエスさまを自分の家に喜んで迎え入れたから。このイエスを主、救い主として信じ
たから。

７．あなたは神さまの子どもですか？　
 イエスさまを信じれば、イエスさまの十字架のおかげで、罪が赦されて、神さまの子
どもです。

８．あなたは、神さまの子どもになりたいですか？　
 はい。神さまが一番それを願っておられるなら、わたしもそれを一番にしたいです。
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４月１９日 ルカによる福音書１９章１～１０節 【分級展開例Ｃ】

一番大切なこと：神の子とされて

１．ザアカイさんってどんな人ですか？
 徴税人の頭。不正な仕事で大金持ち。いじわるをする人（弱い者いじめ、必要以上の
お金をとりあげる）であり、いじわるされる人（人垣をつくってイエスさまを見えな
くさせられる）。神を信じていない人であり、むしろ信じている人を軽蔑する人。宗
教生活を誇る偽善的な生き方より、世の中は「お金が一番大切！」であると割り切っ
て生きていた人。その意味では、一本筋を通すタイプの人。

２．お金が一番のザアカイさんとまわりの人たちは仲良しでしたか？
 仲良しなのは、徴税人仲間だけ。お金が一番の人は、人と仲良くできなくなる。神を
一番にしたザアカイは、神の子どもたちの家族に加えられる。

３．イエスさまは、何を一番にしておられたのでしょうか？ 
 イエスさまは、ザアカイの友達になることを第一にしています。いっしょに生きて行
く友達、いっしょに歩いて行く仲間です。その為に、人に悪口を言われても平気です。

４．どうしてイエスさまはザアカイの家に泊まりたかったのですか？
 ザアカイが本当は神さまの子どもであることを気づかせるため。神さまから離れて、
孤独なザアカイがかわいそうに思ったから。ザアカイの友達になりたかったから。

５．どうしてザアカイは、急いで降りて来て、イエスさまを家に招きいれたのですか？
 罪人だと言われる人の家に泊まる人は、宗教の掟を破ると思われていたのに、それほ
どまでして、自分に関心を持ってくださり、愛してくださることに感動したから。

６．どうしてザアカイの家に救いが訪れたのですか？
 イエスさまを自分の家に喜んで迎え入れたから。このイエスを主、救い主として信じ
たから。

 財産を処分しようとしたからではなく、それは、罪を赦された喜びの結果。

７．あなたは神さまの子どもですか？　
 イエスさまを信じれば、イエスさまの十字架のおかげで、罪が赦されて、神さまの子
どもです。

８．あなたは、神さまの子どもになりたいですか？　
 はい。神さまが一番それを願っておられるなら、わたしもそれを一番にしたいです。


